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平成２７年度大学開放推進事業報告書 

 

鳥取大学 医学部 生命科学科  初沢 清隆 
 

I.事業名：地域の小中高との連携を目指した教員間の交流  ～生命科学を題材として 
 

II. 事業の背景と目的： 

生命科学科は、地域の小中高校生に対し最先端の生命科学研究成果を講義や実習の形で

伝えることで地域での多様な学習機会を提供してきた。本事業では、こういった研究成果

を創造し続ける本学科のハード・ソフト両面の充実ぶりや学生の姿を直接見てもらい、生

命科学を含む医科学研究の素晴らしさおよび本学科が存在する意義を伝え、さらには小中

高との連携事業に発展させることで地域貢献に資することを目的とした。 
 

III. 事業の実施内容： 

①高校生とその保護者および高校教員を対象に、生命科学科独自の見学会を実施し、各分

野がおこなっている研究活動の一端を見学及び実習にて体験してもらった。 

②近隣を中心とした中学校や高校の生徒及び教員を対象に、生命科学に関する実習及び講

義を実施した。 

③全国の高校生が参加する夢ナビライブ（主催：フロムページ）に教員を派遣し、大阪、

東京、名古屋、仙台、福岡の５会場にて講義をおこなった。 
 

IV. 実施時期・参加人数：資料参照 

①生命科学科見学会： 

  7月25日（20組、高校教員3名）、10月31日（15組、高校教員2名） 

②生命科学実習及び講義： 

7月21日（松江東高校：12名、高校教員1名）、10月14日（鳥取東高校：19名、高校教員

1名）、10月14日（浜田高校：11名、高校教員2名）、10月23日（明善高校：40名、高校

教員3名）、11月12日（米子北斗中学校：45名、中学教員6名）、12月9日（米子東高校：

40名、高校教員2名） 

③夢ナビライブ：大阪（6月 20日：191名）、東京（7月 11日：269名）、 

名古屋（7月 18日：165名）、仙台（10月 3日：66名）、福岡（10月 17日：214名） 
 

V. 参加者の声：資料参照 
 

VI.事業の成果と今後の展開： 

 本事業実施により、本活動にご参加いただいた全国の中学生や高校生とその保護者及び

教員に、学問としての「生命科学」および生命科学科の教育や研究活動を理解していただ

くことができた。今後は、高校はもとよりこれまで以上に小中学校との連携を深めること

で、生命科学をより身近に感じてもらい、そして多くの児童生徒に高い関心をもってもら

えるよう、「生命科学科—小中高連携」を継続していくことが重要である。 
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資 料 

目 次 

１．夏の生命科学科見学会 2015 

２．夏のオープンキャンパス 

３．秋のオープンキャンパス・見学会 2015 

４．鳥取東高校 校外学習 

５．学外講義（出張講義） 

６．夢ナビライブ 2015への参加とライブ講義の実施 

 

 

 

1.  夏の生命科学科見学会 2015  7月 25日午後 

  

入試委員による学科の紹介、在学生による学生生活・研究生活の紹介、研究室見学、受

験生と在学生との懇談会を行った。全国各地から 20 組もの多数の方に参加いただいた。さ

らに大阪、広島、米子から 3 人の高校教諭にご参加いただき、情報や意見交換を行った。

生体情報学、病態生化学、免疫学の 3 分野が担当した。 

 

【当日の様子】 

入試委員による学科の紹介 
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在学生による学生生活・研究生活の紹介

 

 

来訪者には 3分野のうち 2分野を選んで見学いただきました。 

（生体情報学での様子） 
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（病態生化学での様子） 

 

 

（免疫学での様子）
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懇談会 

 

 

参加された高校教諭との意見交換 

大坂、広島、米子から 3 人の高校教諭に見学会に参加していただきました。見学会のあ

とに高大連携のあり方や本学科の広報活動等についてご提案をいただきました。 

 

【参加された高校教諭からのメール】 

 
少人数であったからかもしれませんが、とても印象に残る見学会でした。しかるべき
生徒には是非とも紹介したいと思います。ただ夏季休暇に入り、生徒に会いにくい
のが難点ですが。 

 
今後とも宜しくお願い致します。 
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【アンケート結果より】 

 

１）見学会に参加された目的（複数回答可）  

内容 ◎の数 ○の数 

①実際に建物や研究室を見たかった 2 13 

②在学生がどんな感じかを見たかった 0 9 

③在学生や教員に質問したり、懇談したかった 0 9 

④どんな研究が行われているかを知りたかった 8 8 

⑤大学がある米子という町を見たかった 0 2 

⑥その他 0 0 
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２）分野見学について   

内容 回答数  

①とても参考になった 20  

②参考になった 4  

③あまり参考にならなかった 0  

④全く参考にならなかった 0  

⑤その他 0  

   

印象に残った分野や内容 

実際の人の臓器を見たこと 

マウスの成長の早さ 

免疫学のアレルギー研究 

生体情報学の細胞の再生がこれからの再生医療につながると強く感じた 

病態生化学：がん細胞を初めて観察して興味が湧いた 

顕微鏡を用いての観察 

生体情報学のイモリ再生の研究について 

研究室の大学院生の話しぶりが活き活きとしていた 

内臓の実物が見られたこと 

顕微鏡観察が大変勉強になりました 

 

この日は、免疫学、生体情報学、病態生化学が分野見学を担当しました。 
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３）懇談会について   

内容 回答数  

①とても参考になった 22  

②参考になった 2  

③あまり参考にならなかった 0  

④全く参考にならなかった 0  

⑤その他 0  

   

特に参考になった話   

１人暮らしについて（下宿、バイトなど） 

今回見学した分野以外の話 

面接でどのようなことを質問されるのかを聞くことができた 

在学生と研究について話ができた 

大学の雰囲気や先生と学生の距離 

鳥取大学の生命科学科ならではの良いところ 

進路の決め方について 

受験に向けた勉強方法 

授業で質問することの大切さ 

意志を持って進めばなんとかなること 

入試や在校生に対する大学の先生の考え方 
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４）総合して､目的達成度はいかがでしたか？ 

内容 回答数 

①達成された（大変、満足している） 18 

②ほぼ達成された（満足している） 6 

③部分的に達成された（多少、不満がある） 0 

④達成されなかった（大変、不満） 0 

 

 

５）見学会全体についてのご感想、ご意見を自由にお書きください 

実際に独り暮らしをしている人に家のことを聞け、とても参考になった。この大学を第一志望にし

ているので実際に通っている学生さんの話を聞けてとてもよかった。また、パンフレットやインタ

ーネットだけでは分からなかった詳しいことも知れる良い機会でした。（高校 3年 女子） 

先生方と面接し、どんな生徒が向いているか､欲しいのかを聞けたのはすごく良かった。最初の

説明が、すごく分かりやすくて生命科学により興味を持てました。また、自分が研究してみたい

興味があることをここでできるかという不安が、見学会や懇談会での話を聞いて無くなりました。 

懇談会では、1対１で対応してくださり、疑問点を気軽にたくさん聞くことができ、それを丁寧に説

明していただきとても参考になりました。学生や教員の雰囲気も良く、ここに入学したいという気

持ちになりました。 

研究について実際に見たり、内容を聞いたりすることで、生命科学科にさらに興味がわきまし

た。とても楽しそうに過ごされている大学生の方々を見て、生命科学科はとても楽しそうだと思

いました。この見学会をきっかけに勉強もがんばれそうです。 

在学生の方と話ができて､研究することに興味がわきました。他の大学とは違って、医学に関わ

る研究が多いと知ったので、志望校として考えていきたいです。大学生活や大学での授業内容

を聞いてモチベーションが上がったので、受験勉強に打ち込みたいと思います。 

受験勉強に向けて、面接への対応などの話を聞くことができたこと、さらに各研究室でどのよう

な研究をしているのかを身をもって知ることができたのでよかったです。 

研究室見学では､大学の研究室がどんな雰囲気なのかを実際に目で見ることができ、本人のモ

チベーションアップにもつながったと思います。懇談会では現役の学生さんに細かい話が聞けて

たくさん情報を得ることができました。（保護者） 

生命科学に興味を持ち、いきいきと学生生活を送っておられる姿を見て、我が子にもこのような

学生生活を送って欲しいと思いました。教員と学生の人数、施設・設備、どれをとっても本当に

恵まれた環境だと感じました。（保護者） 

楽しんでいきいきと研究について語られている先生や学生さんの姿に子どもは刺激を受けたよ

うです。参加して良かったです。（保護者） 
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2.  夏のオープンキャンパス  8月 1日医学部オープンキャンパスとして実施 
 

午前中、大学講堂にて医学部３学科合同で医学部長からの説明を受けた後、生命科学科

希望の参加者は生命科学棟へ移動していただいた。入試委員からの学科および入試に関す

る説明、在学生による学生生活・研究生活の紹介を行った。 

生協の特製お弁当で昼食をとっていただいた後、学生会の有志の先導によって研究室見

学会を行った。見学後は、参加者と在学生との懇談会で行った。全国各地から 27 組もの参

加者にお越しいただいた。徳島と山口からの高校教諭２名にもご参加頂き、情報・意見交

換を行った。生命科学の全 7 分野で分野紹介と懇親会を担当した。 

 

【当日の様子】 

ご来訪者には 7分野のうち 3分野を選んでご見学いただきました。 
 

説明会会場 

細胞工学での研究室見学（染色体の観察） 
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神経生物学での研究室見学 

 

 

懇談会の様子 

 

 

参加された高校教諭との意見交換 

徳島、山口から２人の高校教諭に見学会にご参加いただきました。見学会のあとに進路

指導の現状や本学科の入試科目等について意見交換するとともに今後の広報活動等につい

てご提案をいただきました。 
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【お寄せいただいた感想】 

勉強して､この大学に入りたいとますます思いました。（高校 3年 女子） 

機材がとても充実していてよりくわしい研究ができる場所だと思った。（高校 2年 男子） 

在学生の方の話が聞けたのは貴重でしたし､大学生活のイメージが明確になり、勉強に身が入

るような気がしました。（高校 2年 女子） 

様々な分野の研究室で説明を受け、どの分野も非常に魅力的であった。これまでは、ただ漠然

とした生命科学への関心から研究者を目指していたが、今回の研究室見学により細胞工学分

野の染色体研究にとても興味をひかれた。スタッフ（大学生）のかたがたもとても優しくしてくれ

た。たくさんの質問に答えていただきとても嬉しかった。また、学生の方々の雰囲気も良く、キャ

ンパスライフも充実していると聞き、この大学に入学したいと強く思った。（高校 3年 男子） 

貴重なおはなしを聞くことができて､学ぶことがたくさんありました。学生さんも、ちょっとした質問

にもとても丁寧に答えていただき､とても良かったです。（高校 2年 女子） 

研究室を色々見て回れたので、受験に向けて明確なヴィジョンを持てました。（高校 3年 女子） 

分かりやすく面白く､大学の研究について教えてくださって、とても良かったです。懇談会は特に

大学生の方がどんな個人的な質問でも親身になって答えてくださったので嬉しかったです。（高

校 2年 女子） 

懇談会で学生と直接話ができたのでよかったです。研究室に行ってたくさんの研究内容に触れ

られたこともすごいよい体験になりました。（高校 3年 女子） 

大学生活がどのようなものなのかということがわかり、今の生活をどうすべきなのかという具体

的な道筋を考えることができました。（高校 1年 男子） 

 

【参加された高校教諭からのメール】 

 

オープンキャンパスに参加させていただきました山口県防府高等学校教諭の小田
です。 
ご丁寧にメールをいただき誠にありがとうございます。また、学科説明会の資料も

ありがとうございます。 
 
私自身、刺激を受け楽しませていただきました。ありがとうございました。 

生徒には進路の時間や授業の時間に鳥取大生命科学科を紹介したいと思います。 
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3.  秋のオープンキャンパス・見学会     10月 31日終日 

 

10 月３1 日午前の医学部オープンキャンパスに引き続き、午後から生命科学科独自の見

学会を実施した。 

全国各地から 15 組もの多数のご参加をいただいた。さらに愛知、福岡からの２名の高校

教諭にも見学会に参加いただき、意見交換を行った。分子生物学、神経生物学、細胞工学、

ゲノム医工学の 4 分野が担当した。 

 

【当日の様子】 

午前中のオープンキャンパスでの竹内学科長からの学科説明 
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午前中の医学部オープンキャンパスでの学生座談会（生命科学科在学生他） 

 

 

 

生命科学科見学会での学生による研究生活紹介
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ご来訪者には見学会実施 4分野をすべてご見学頂きました。 

分子生物学での見学の様子 

 

 

懇談会の様子 
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【アンケート結果より】 

１）見学会に参加された目的（複数回答可）  

内容 ◎の数 ○の数 

①実際に建物や研究室を見たかった 2 11 

②在学生がどんな感じかを見たかった 0 5 

③在学生や教員に質問したり、懇談したかった 2 3 

④どんな研究が行われているかを知りたかった 1 10 

⑤大学がある米子という町を見たかった 0 5 

⑥その他* 0 2 

   

*その他   

どんな研究施設､設備で具体的な研究内容を見たり知ったりしたいと思った 
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２）分野見学について    

内容 回答数   

①とても参考になった 16   

②参考になった 4   

③あまり参考にならなかった 0   

④全く参考にならなかった 0   

⑤その他 0   

    

印象に残った分野や内容  

染色体の研究  

筋ジストロフィーの修復について  

神経系の研究  

脳科学に関する話  

顕微鏡で GFPが見られたこと  

研究室の中に入ったこと  

  

この日は、分子生物学、細胞工学、ゲノム医工学、神経生物学が分野見学を担当しました。 
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３）懇談会について   

内容 回答数  

①とても参考になった 17  

②参考になった 2  

③あまり参考にならなかった 0  

④全く参考にならなかった 0  

⑤その他 0  

   

特に参考になった話   

受験のアドバイス 

１人暮らしについて 

サークルのこと 

学生生活について 

面接のアドバイス 

大学教員と直接話ができたこと 

 

 

 

 

４）総合して､目的達成度はいかがでしたか？ 

内容 回答数 

①達成された（大変、満足している） 16 

②ほぼ達成された（満足している） 4 

③部分的に達成された（多少、不満がある） 0 

④達成されなかった（大変、不満） 0 
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５）見学会全体についてのご感想、ご意見を自由にお書きください 

本当に参加して良かったです。是非入学したいと思いました。 

丁寧に説明していただいてとても参考になりました。夏に他大学のオープンキャンパスに行きま

したが、学生さんの話を直接聞くことはなかったのでとても良かったです。 

センター試験や面接に対する策などがたくさん聞けたので良かったです。 

懇談会では学生の具体的な生の声を聞くことができとても良かったです。 

興味深い内容がたくさん見られて､とても楽しい時間を過ごすことができました。 

丁寧に説明していただいてとても参考になりました。夏に他大学のオープンキャンパスに行きま

したが、学生さんの話を直接聞くことはなかったのでとても良かったです。 

遠くから来ましたが、見学会に参加したくさんの話が聞けて良かったです。（保護者） 

学生主体の見学会で、実際に入学して学ぶ中で､先輩や学生同士教えてもらったりできるのだ

ろうなと感じました。とても雰囲気が良かったです。（保護者） 

 

 

 

【参加された高校教諭からのメール】 

 

土曜日は本当にお世話になりました。早速理系の生徒達に話してみました。 
生徒達は非常に関心を持っておりました。 

  
医学の研究の道に進みたい生徒がいましたら、九州大学の生命科学科と同時 

に、伝統のある貴学の医学部生命科学科を進めていきたいと思います。 

  
今後ともよろしくお願いいたします。 
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4.  鳥取東高校校外学習   10月 14日午前 

 

「DNAって何？遺伝子って何？あなたの個人情報を見てみよう！！」と「特命！ 『がん』

の転移を予防せよ」という題での模擬講義（30分ｘ2）を行うとともに、講義の間には、各

人のゲノムを採取する実習を行った。鳥取東高校からは 19名の生徒と教諭１名の参加があ

った。分子生物学（教員 2名）、病態生化学（教員 1名）の 2 分野が担当した。 

 

実習の様子 
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5.  学外講義（出張講義） 

鳥取県、島根県、福岡県の中学・高校にて学外講義を行い、生命科学の魅力をわかりや

すく伝えるとともに、参加生徒と教諭との交流を深めた。 
 

（５-１）７月２１日（火）：吉野 三也 准教授（免疫学） 

島根県立松江東高等学校：1，2年生対象、生徒１２名、教諭１名 

演題「『免疫のはなし』 - ひとの臓器はなぜ拒絶されるんだろう？-」にて講義を行った。 
 

（５-２）１０月１４日（水）：亀山 克朗 助教（生体高次機能医学・神経生物学） 

島根県立浜田高等学校：生徒１１名、教諭２名 

演題「脳のふしぎな仕組み」にて講義を行った。 

（講義の様子） 

 
 
（５-３）１０月２３日（金）：竹内 隆 教授（生体情報学） 

福岡県立明善高等学校：１年生に講義と実習、生徒４０名、教諭３名 

演題「生き物の形つくりの不思議と再生医療」にて講義と実習を行った。 

（講義の様子） 
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（５-４）１１月１２日（木）：林 利憲 准教授（生体情報学） 

学校法人 翔英学園 米子北斗中学校：中学３年生４５名、教諭６名 

演題「イモリとマウスに学ぶ再生生物学」にて講義をおこなった。 

 

（５-５）１２月９日：竹内 隆 教授（生体情報学） 

鳥取県立米子東高校：４０名、高校教員２名 

講義と演習：「生き物の形つくりと再生医療についての講義とグループ討論」 

実習：「マウス胚で個体と心臓の再生を観察する」 

（講義・実習の様子） 

 

 

（５-６）鳥取西高等学校 SGH(スーパー・グローバル・ハイスクール)事業への協力と連携 

：栗政 明弘 准教授（遺伝子医療学） 

７月１日（水）：研究班の研究内容に関して、討論ならびにアドバイス 

７月２８日（火）：研究発表会への参加、ならびに質疑と評価 

高校生に対して、専門分野からのアドバイス、研究課題・テーマへの助言、進行状況に

対するコメント、および発表会における質疑と評価をおこなった。 
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6.  夢ナビライブ 2015への参加とライブ講義の実施 

 

 今年度は全国 5 会場に生命科学科の教員を派遣し、合わせて 900 名を越える高校生に生

命科学の講義をおこなった。また、それぞれの講義は録画され、一定期間インターネット

配信され、ライブ講義に参加できなかった高校生にも後日受講していただいた。以下の資

料に示すように、本学科教員による講義は十分な受講者を集めており、さらに添付資料の

アンケート結果からも分かるように、大変好評であったことが伺える。 

このようなライブ講義に参加することにより、全国各地の高校生に本学科を認知しても

らうきっかけとなると共に、「生命科学」という学問に触れる機会を提供することが可能と

なる。本事業目的である「生命科学を含む医科学研究の素晴らしさおよび本学科が存在す

る意義を伝える」ことに大きく貢献できたと考えられた。 

 

大阪会場 （ 6 月 20 日） 講師：井上敏昭 准教授 受講者 191 名 

東京会場 （ 7 月 11 日） 講師：久郷裕之 教 授 受講者 269 名 

名古屋会場（ 7 月 18 日） 講師：林 利憲 准教授 受講者 165 名 

仙台会場 （10 月 3 日）  講師：櫻井千恵 助 教 受講者  66 名 

福岡会場 （10 月 17 日） 講師：尾﨑充彦 准教授 受講者 214 名 
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【受講生の感想より】（一部抜粋） 
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